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人

千円
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千円
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45,000

費用合計

0.95

人件費

従事者数

人件費

従事者数

1.35

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

基本的にまつりに参加する費用を一部助成しているが、コンテストなど
の大会を行い、それに参加する場合に参加費を徴収している。

・市民参加型の交流を目指し、参加する方も見る方も楽しいまた来たくなるようなまつり
を実施
会場：小牧山、市民会館・市公民館、まなび創造館、ﾒﾛﾃﾞｨｰﾊﾟｰｸ、駅西広場、ﾊﾟﾚｰﾄﾞ
経費：市からの委託金、市内外の各事業所から多くの協賛金

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

市民の憩いの催事として、市民・行政・企業が一体となった運営・企画を行い、より多くの
市民に親しんでもらえるまつりとする。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 7 2

市民生活

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

交流

2

名称：　　　　

4 1

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

小牧市民まつり開催委託事業

035

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

市民産業部

事
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受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

42,242

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

42,242

50,096

81.5

40,865

その他財源

35,500

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

1.00

40,865

0

0

担当係

事業類型

住民相互のつながりを深める

一般会計

地域住民組織

7,2425,096 5,365

Ｈ22決算額

35,000

0

50,096

0.00

対前年比

生活交流課 

交流係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

市民まつりは、参加数だけでも約２０,０００人、来場者も１８０,０００人をこえる市内最大
のイベントであり、このイベントに参加するため１年をかけ準備したり、当日来場すること
を楽しみにしている市民も多いことから、廃止・休止することは、一番大きな市民参加型
の交流機会を失うこととなり、影響が大きいと考える。

判定理由

市が実施(改善が必要)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 B

より市民ニーズに近いイベントとするため、平成２１年度から一般公募市民等による『企
画運営部会』を立ち上げ、この部会でまつり全体の企画を行っている。このため、例年、
新しい試みや企画などを行うことができ、「市民まつりは、今までと違ってきている」と言う
声も聞くことができるようになってきている。これからも、この企画運営部会を充実させる
ことにより、あたらしい市民まつりに取り組んでいく。特に、Ｈ２５年をめどに、会場の配置
やパレードの内容を検討していく。

市民まつりは、参加数だけでも約２００００人、来場者も１８００００人をこえる市内最大の
イベントであり、このイベントに参加するため１年をかけ準備したり、当日来場することを
楽しみにしている市民も多い。しかしながら、マンネリ化など声が聞かれたり、運営方法
に改善・効率化の余地があるため。

総行事数

開催会場数

事業目的の
達成状況

小牧山会場については、毎年新しいテーマを設定し、その他の会場についても、新しい
イベントを実施することにより、活動指標・成果指標ともに目標を達成できた。
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185,000

7

185,000 185,000

H23

150

H22

H23H22

150

6

152160

判　　　定

H21

箇
所

行
事


	シート

